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中
国
研
究
集
刊 

崗
号
（
総
五
十
四
号
）
平
成
二
十
四
年
六
月　

八
八
︱
一
〇
五
頁

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要（
十
一
）

大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室

本
提
要
は
、『
中
国
研
究
集
刊
』
麗
号
（
総
四
十
八
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
）」
の
続
編
で
あ

る
。
今
回
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
に
発
行
さ
れ

た
も
の
を
中
心
と
し
た
。
以
下
、「
原
釈
文
」「
研
究
書
（
中
文

書
）」「
研
究
書
（
和
書
）」
の
三
つ
に
分
類
す
る
。

原
釈
文

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）』（
清
華
大
学
出
土
文
献
研

究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
〇
年
十

二
月
、
二
八
〇
頁
（
他
、
前
言
・
凡
例
・
本
輯
説
明
・
目
録
な
ど

九
頁
）、
縦
組
繁
体
字
）

清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
清
華
簡
）
の
図
版
（
写
真
版
）
と
釈

文
と
を
収
載
し
た
書
。
全
約
二
四
〇
〇
簡
を
収
録
予
定
で
、
本
書

は
そ
の
第
一
分
冊
に
あ
た
る
。
上
下
二
冊
よ
り
な
り
、
上
冊
に
は

カ
ラ
ー
の
原
寸
大
図
版
・
有
字
簡
拡
大
図
版
が
収
め
ら
れ
、
ま
た

下
冊
に
は
釈
文
と
注
釈
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

清
華
簡
に
は
『
尚
書
』
や
『
逸
周
書
』、
ま
た
『
竹
書
紀
年
』

な
ど
の
史
書
に
類
似
す
る
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
と
公
表
さ
れ
て

お
り
、
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

本
書
に
は
、『
尹
至
』『
尹
誥
』『
程
寤
』『
保
訓
』『
耆
夜
』『
周

武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
縢
）』『
皇
門
』『
祭
公
之

顧
命
（
祭
公
）』『
楚
居
』
の
九
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、

各
文
献
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

『
尹
至
』
は
全
五
簡
、
簡
長
約
四
十
五
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫

（
編
線
）、
整
理
者
は
李
学
勤
氏
。
篇
題
は
な
く
、
冒
頭
の
「
惟
尹

自
夏
徂
亳
、
逯
至
在
湯
」
に
よ
り
「
尹
至
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
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『
尚
書
』
の
商
書
諸
篇
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
篇
に

は
、
夏
の
滅
亡
と
殷
の
勃
興
に
つ
い
て
湯
王
と
伊
尹
が
問
答
し
、

湯
王
が
諸
侯
を
服
従
さ
せ
、
徳
に
従
い
行
動
し
て
、
夏
を
破
る
内

容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
尹
至
』
は
竹
簡
形
制
や
字
体
が

『
尹
誥
』
と
合
致
す
る
た
め
、
同
一
人
物
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
尹
誥
』
は
全
四
簡
、
簡
長
約
四
十
五
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
、

整
理
者
は
李
学
勤
氏
。
篇
題
は
な
く
、
伝
世
文
献
と
の
対
応
や
そ

の
内
容
か
ら
「
尹
誥
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
本
篇
は
、
孔
壁
古
文

逸
書
十
六
篇
の
う
ち
の
一
篇
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

内
容
は
、『
尹
至
』
同
様
、
湯
王
と
伊
尹
の
問
答
形
式
で
記
さ
れ
て

お
り
、
伊
尹
が
夏
の
滅
亡
の
原
因
を
、
夏
の
君
（
桀
）
が
民
を
蔑

ろ
に
し
、
民
が
離
叛
し
た
た
め
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
夏
の
財
宝
を
民
に
分
与
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

『
程
寤
』
は
全
九
簡
、
簡
長
約
四
十
五
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
、

整
理
者
は
劉
国
忠
氏
。
篇
題
は
な
く
、「
程
寤
」
と
は
整
理
者
が

内
容
に
基
づ
い
て
付
け
た
仮
称
で
あ
る
。
本
篇
は
、
こ
れ
ま
で

『
芸
文
類
聚
』
や
『
太
平
御
覧
』
な
ど
に
一
部
引
用
さ
れ
て
い
た

古
逸
書
の
『
逸
周
書
』
程
寤
篇
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
内

容
は
、
周
の
文
王
の
妻
太
姒
が
、
殷
に
代
わ
り
周
の
天
下
統
治
を

予
感
さ
せ
る
夢
を
見
る
が
、
文
王
は
ま
だ
殷
の
力
が
強
く
、
周
の

天
下
統
治
に
は
長
期
的
な
策
謀
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
太
子
発

（
後
の
武
王
）
に
訓
戒
を
告
げ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

『
保
訓
』
は
全
十
一
簡
、
簡
長
約
二
十
八
・
五
セ
ン
チ
、
両
道

編
綫
、
整
理
者
は
李
守
奎
氏
。
篇
題
は
な
く
、
内
容
に
基
づ
い
て

「
保
訓
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
本
篇
に
は
、
周
の
文
王
が
太
子
発
に

対
し
て
遺
訓
を
施
す
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
篇
中
、
文
王
は
、

優
れ
た
事
例
と
し
て
舜
や
上
甲
微
（
湯
王
の
六
代
先
）
の
行
い
を

挙
げ
、
太
子
発
に
慎
み
深
く
し
、
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
戒

め
て
い
る
。
な
お
、
本
篇
は
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）』
の

刊
行
以
前
に
す
で
に
釈
文
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
本
文
中
に
見
え

る
「
中
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

『
耆
夜
』
は
全
十
四
簡
、
簡
長
約
四
十
五
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
、

整
理
者
は
趙
平
安
氏
。
第
十
四
簡
背
面
に
篇
題
「

（
耆
）
夜
」

が
見
え
る
。
本
篇
は
古
逸
文
献
で
あ
る
が
、「
蟋
蟀
」
と
名
付
け

ら
れ
た
歌
と
『
詩
経
』
国
風
・
唐
風
の
「
蟋
蟀
」
と
の
間
に
関
連

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
武
王
即
位
八
年
、
周
が
耆
を
征

伐
し
た
後
、
文
王
の
太
室
に
て
行
わ
れ
た
飲
至
の
儀
礼
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
武
王
・
周
公
旦
が
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
、

ま
た
畢
公
に
向
け
て
歌
を
詠
み
、
戦
功
を
称
え
る
と
同
時
に
、
周

公
旦
が
勝
利
に
酔
い
し
れ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
教
戒
的
な
歌
を

詠
ず
る
。

『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
縢
）』
は
全
十
四

簡
、
簡
長
約
四
十
五
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
、
整
理
者
は
劉
国
忠

（ 89 ）



氏
。
第
十
四
簡
の
背
面
下
部
に
篇
題
「
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以

代
王
之
志
」
が
見
え
る
。
本
篇
は
今
本
『
尚
書
』
金
縢
篇
と
お
お

よ
そ
合
致
す
る
内
容
で
あ
る
。
全
体
は
以
下
の
三
つ
の
場
面
に
分

け
ら
れ
る
。
①
病
に
伏
し
た
武
王
の
た
め
に
、
周
公
旦
が
自
ら
身

代
わ
り
と
な
ろ
う
と
先
王
に
祈
る
場
面
。
②
幼
い
成
王
を
助
け
政

治
を
行
う
周
公
旦
が
、
兄
弟
の
流
言
の
た
め
に
不
遇
な
境
遇
に
陥

る
場
面
。
③
成
王
が
周
公
旦
の
武
王
に
対
す
る
献
身
的
な
態
度
を

知
り
、
自
ら
の
周
公
旦
へ
の
態
度
を
改
め
た
こ
と
に
よ
り
、
天
災

が
止
む
と
い
う
場
面
。
今
本
『
尚
書
』
と
の
対
照
に
よ
り
、
字
句

や
篇
題
、『
尚
書
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
解
決
が
期
待
さ
れ
る
。

『
皇
門
』
は
全
十
三
簡
、
簡
長
約
四
十
五
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
、

整
理
者
は
李
均
明
氏
。
篇
題
は
な
く
、
内
容
が
『
逸
周
書
』
皇
門

篇
と
お
お
よ
そ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
「
皇
門
」
と
仮
称
さ
れ
た
。

本
篇
に
は
、
周
公
旦
が
血
族
や
近
臣
に
向
け
て
、
歴
史
を
鑑
と

し
、
私
心
を
捨
て
て
賢
人
を
推
挙
し
、
王
の
国
政
を
助
け
る
よ
う

訓
戒
す
る
内
容
が
見
え
る
。

『
祭
公
之
顧
命
』
は
全
二
十
一
簡
、
簡
長
約
四
十
五
セ
ン
チ
、

三
道
編
綫
、
整
理
者
は
沈
建
華
氏
。
第
二
十
一
簡
の
表
面
下
部
に

篇
題
「

（
祭
）
公
之

（
顧
）
命
」
が
見
え
る
。
本
篇
は
『
逸

周
書
』
祭
公
篇
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
内
容
で
あ
る
。
病
を
患
っ
た
祭

公
謀
父
が
穆
王
に
対
し
て
、
夏
・
殷
の
滅
亡
を
教
訓
と
し
、
周
の

基
盤
と
な
る
文
王
・
武
王
の
功
績
を
守
り
言
行
を
正
し
く
せ
よ
と

訓
戒
す
る
。
ま
た
、
執
政
を
行
う
三
公
（
畢
桓
・
井
利
・
毛
班
）

に
向
け
、
王
を
補
佐
し
国
を
保
持
す
る
よ
う
告
げ
て
い
る
。

『
楚
居
』
は
全
十
六
簡
、
簡
長
約
四
十
七
・
五
セ
ン
チ
、
三
道

編
綫
、
整
理
者
は
李
守
奎
氏
。
篇
題
は
な
く
、
内
容
が
『
世
本
』

居
篇
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
『
楚
居
』
と
仮
称
さ
れ
た
。
本
篇
に

は
、
楚
の
歴
代
君
主
の
所
在
や
国
都
の
変
遷
が
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
「
楚
人
」
や
「
え
き

」（
儀
式
の
名
）、「
郢
」（
楚
の
都
）
な
ど

の
語
句
の
由
来
も
窺
え
る
。
本
篇
は
、
楚
の
在
地
性
文
献
と
し
て

重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
郭
店
楚
墓
竹
簡
や
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
と
は
異

な
り
、
清
華
簡
に
は
、『
程
寤
』『
保
訓
』『
楚
居
』
を
除
く
各
文

献
ご
と
に
、
竹
簡
の
背
面
に
配
列
番
号
が
記
さ
れ
て
お
り
、
錯
簡

や
脱
簡
を
疑
う
余
地
は
な
い
。

ま
た
、
各
篇
の
釈
文
末
に
は
、
関
連
す
る
伝
世
文
献
の
引
用
や

関
係
系
図
が
附
さ
れ
、
各
篇
を
比
較
検
討
す
る
上
で
簡
便
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
巻
末
に
は
「
字
形
表
」
お
よ
び
「
竹
簡
信
息
表
」
が

附
さ
れ
て
お
り
、
文
字
を
確
定
、
ま
た
は
書
誌
情
報
を
確
認
す
る

上
で
有
用
で
あ
る
。「
字
形
表
」
に
は
、
釈
文
に
お
い
て
隸
定
さ

れ
た
字
形
に
基
づ
き
、
お
よ
そ
三
二
一
六
字
（
重
文
含
む
）
が
収

録
さ
れ
、「
竹
簡
信
息
表
」
に
は
、
各
簡
ご
と
に
「
篇
序
」「
篇

名
」「
整
理
序
号
」「
入
蔵
編
号
」「
長
度
」「
簡
背
原
有
編
号
」

「
編
痕
状
況
」「
備
註
」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（ 90 ）



二
〇
一
一
年
十
二
月
に
は
、『
繋
年
』（
周
・
晋
・
楚
な
ど
の
歴

史
的
事
件
を
記
し
た
書
）
の
図
版
と
釈
文
と
を
掲
載
す
る
『
清
華

大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
貳
）』
が
刊
行
さ
れ
た
。

�

（
金
城
未
来
）

『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
壹
）』（
朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
、
上

海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
二
二
〇
頁
（
他
、
目

録
・
前
言
・
凡
例
な
ど
五
頁
、
別
冊
拡
大
図
版
七
十
八
頁
）、
縦

組
繁
体
字
（
附
録
「
釈
文
連
読
本
」
の
み
横
組
））

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
岳
麓
秦
簡
）
の
図
版
と
釈
文
と
を
収
載
し

た
書
。
総
計
二
千
余
簡
（
三
十
数
枚
の
木
簡
を
含
む
）
を
収
録
予

定
で
、
本
書
は
そ
の
第
一
分
冊
に
あ
た
る
。
原
寸
大
カ
ラ
ー
図
版

と
原
寸
大
赤
外
線
図
版
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ラ
ー
図

版
に
は
、
各
竹
簡
の
正
面
（
有
字
面
）
画
像
の
横
に
、
そ
れ
ぞ
れ

釈
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
赤
外
線
図
版
に
は
、
竹
簡
の
表

裏
両
面
の
画
像
が
掲
載
さ
れ
、
カ
ラ
ー
図
版
同
様
、
す
べ
て
の
竹

簡
画
像
の
横
に
釈
文
が
示
さ
れ
る
上
、
さ
ら
に
一
定
の
ま
と
ま
り

ご
と
に
、
注
釈
も
合
わ
せ
て
附
さ
れ
て
い
る
。

岳
麓
秦
簡
に
は
、
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
と
類
似
し
た
秦
の
律
令
や

役
人
の
た
め
の
手
引
き
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
墓

主
に
つ
い
て
、
治
獄
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
書
に
は
、『
質
日
』『
為
吏
治
官
及
黔
首
』『
占
夢
書
』
の
三

篇
が
収
め
ら
れ
る
。
以
下
、
各
文
献
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
紹

介
す
る
。

『
質
日
』
は
計
一
六
五
簡
、
竹
簡
の
背
面
に
篇
題
が
記
さ
れ
る
。

整
理
者
は
于
振
波
氏
。
竹
簡
の
大
部
分
は
比
較
的
保
存
状
態
が
良

好
で
あ
る
が
、
中
に
は
欠
損
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
、
欠

損
の
見
ら
れ
る
竹
簡
に
関
し
て
も
、
上
部
に
附
さ
れ
た
干
支
の
文

字
が
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
の
竹
簡
の
配
列
は
こ
の

干
支
の
順
序
に
よ
り
、
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
質

日
』
は
竹
簡
の
形
制
に
よ
り
、
大
き
く
以
下
の
二
種
に
類
別
で
き

る
。
①
簡
長
二
十
七
セ
ン
チ
、
幅
約
六
ミ
リ
、
記
述
さ
れ
た
干
支

と
内
容
が
す
べ
て
「
秦
始
皇
二
十
七
年
」
も
し
く
は
「
三
十
四

年
」
の
も
の
。
②
簡
長
約
三
十
セ
ン
チ
、
幅
五
ミ
リ
、
内
容
が

「
秦
始
皇
三
十
五
年
」
の
も
の
。
こ
の
『
質
日
』
の
年
号
に
よ
り
、

岳
麓
秦
簡
に
含
ま
れ
る
そ
の
他
の
文
献
に
関
し
て
も
、
成
書
年
代

の
下
限
は
、「
秦
始
皇
三
十
五
（
前
二
一
二
）
年
」
附
近
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
は
計
八
十
七
簡
、
竹
簡
の
背
面
に
篇
題

が
見
え
る
。
整
理
者
は
許
道
勝
氏
。
簡
長
は
約
三
十
セ
ン
チ
、
三

道
編
綫
。
残
存
す
る
編
綫
が
、
多
く
文
字
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
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か
ら
、
竹
簡
が
書
写
さ
れ
た
後
に
編
聯
さ
れ
た
文
献
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
本
篇
の
内
容
の
大
部
分
は
、
三
～
四
段
に
分
割
し
て
記

述
さ
れ
る
。
内
容
・
記
述
形
式
と
も
に
睡
虎
地
秦
簡
の
『
為
吏
之

道
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
献
（
秦
代
の
役
人
の
た
め
の
教
材
）
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
篇
に
は
、
分
段
さ
れ
て
い
な

い
竹
簡
が
三
枚
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
書
写
内
容
か
ら
判
断
し

て
、
役
人
教
材
の
主
旨
を
概
述
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
占
夢
書
』
は
計
四
十
八
簡
、
整
理
者
は
陳
松
長
氏
。
も
と
も

と
竹
簡
に
篇
題
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
整
理
者
に
よ
り
「
占
夢

書
」
と
仮
称
さ
れ
た
。
簡
長
は
約
三
十
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
。
本

篇
の
筆
写
方
法
に
は
、
次
の
二
通
り
が
見
ら
れ
る
。
①
分
段
せ
ず

に
筆
写
さ
れ
た
も
の
。
計
六
簡
。
陰
陽
五
行
学
説
に
よ
っ
て
占
夢

理
論
を
解
釈
し
て
い
る
。
②
二
段
に
分
け
て
記
述
さ
れ
た
も
の
。

夢
象
と
占
語
と
を
記
す
。
な
お
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
は
、
現

存
最
古
の
占
夢
に
関
す
る
文
献
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
巻
末
附
録
に
は
、
各
文
献
の
釈
文
の
み
を
連
続
し
て
記

し
た
「
釈
文
連
読
本
」、
荊
州
漢
代
竹
簡
・
走
馬
楼
漢
代
竹
簡
・

岳
麓
秦
簡
な
ど
を
科
学
的
に
比
較
し
て
、
岳
麓
秦
簡
の
真
偽
に
言

及
し
た
「
検
測
報
告
」、
整
理
前
の
竹
簡
状
況
の
写
真
・
竹
簡
配

列
説
明
図
を
掲
載
し
た
「
竹
簡
掲
取
時
的
原
始
照
片
及
簡
序
示
意

図
」
が
見
え
る
。
ま
た
、
別
冊
と
し
て
赤
外
線
拡
大
図
版
（
原
寸

の
一
・
五
倍
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
「
前
言
」
に
よ
れ
ば
、
岳
麓
秦
簡
に
は
こ
の
他
に
も

『
数
』
書
・『
奏
讞
書
』・『
秦
律
雑
抄
』・『
秦
令
雑
抄
』
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
秦
代
の
諸
制
度
や
実

情
を
窺
う
上
で
、
非
常
に
重
要
な
資
料
と
な
ろ
う
。

な
お
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
に
は
、『
数
』
書
の
図
版
と
釈
文

と
を
掲
載
す
る
『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
貳
）』
が
刊
行
さ
れ
た
。

今
後
の
検
討
が
待
た
れ
る
。

�

（
金
城
未
来
）

『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
貳
）』（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組

編
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、
三
二
一
頁
（
他
、
出
版

説
明
・
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
総
目
・
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
状
況
簡
介
・

凡
例
・
目
次
な
ど
二
〇
頁
）、
縦
組
繁
体
字
）

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
銀
雀
山
漢
簡
）
の
図
版
と
釈
文
と
を
収
載

し
た
書
。『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
は
全
三
冊
の
刊
行
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
本
書
は
そ
の
第
二
分
冊
に
あ
た
る
。
一
九
八
五
年
の

第
一
分
冊
刊
行
か
ら
、
二
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
出
版
さ
れ
た
。

モ
ノ
ク
ロ
図
版
と
釈
文
註
釈
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
巻
末
に
は
附
録
と
し
て
竹
簡
の
摸
本
（
抄
出
）
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
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銀
雀
山
一
号
・
二
号
漢
墓
は
、
前
漢
武
帝
初
年
の
墓
で
あ
り
、

出
土
し
た
竹
簡
の
字
体
は
早
期
の
隷
書
体
に
属
し
、
文
帝
や
景
帝

か
ら
武
帝
初
期
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
兵

書
を
多
く
所
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
漢
墓
の
墓
主
は
軍
事
家
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

本
書
に
は
「
佚
書
叢
残
」
と
し
て
、
第
一
分
冊
に
は
採
ら
れ
な

か
っ
た
比
較
的
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
献
や
、
残
欠
部
分
は
多
い

が
、
篇
義
が
比
較
的
明
確
な
文
献
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
各
篇
の

配
列
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
内
容
に
基
づ
き
「
論
政
論
兵

之
類
」「
陰
陽
時
令
、
占
候
之
類
」「
其
他
」
の
三
部
に
分
け
ら
れ

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
三
部
の
内
容
を
概
説
す
る
。

「
論
政
論
兵
之
類
」
は
、
全
五
十
篇
よ
り
な
り
、
お
お
む
ね
兵

権
謀
家
的
思
想
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
第
一
～
十
二
篇
は
、
篇
題

が
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
篇
題
木
牘
に
見
え
る
。
十
二
篇
以
外
の

各
篇
は
字
体
に
よ
っ
て
二
組
に
類
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
隷
書
で
記

さ
れ
た
第
十
三
～
四
十
四
篇
、
も
う
一
つ
は
草
書
の
筆
法
を
帯
び

た
第
四
十
五
～
五
十
篇
で
あ
る
。
論
兵
篇
の
中
に
は
、
か
つ
て
多

く
『
孫
臏
兵
法
』
下
編
に
編
入
さ
れ
た
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
孫
臏
の
書
に
属
さ
せ
る
に
は
根
拠
が
不

足
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
書
に
お
い
て
は
内
容
や
篇
題
木
牘

（
第
三
分
冊
に
所
収
予
定
）
に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
『
孫
臏
兵
法
』

か
ら
除
外
し
、「
論
政
論
兵
之
類
」
と
し
て
再
編
し
て
い
る
。

「
陰
陽
時
令
、
占
候
之
類
」
は
全
十
二
篇
よ
り
な
り
、
兵
陰
陽

家
的
思
想
を
帯
び
る
。
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
は
、
中
で
も

「
曹
氏
陰
陽
」「
三
十
時
」「
天
地
八
風
五
行
客
主
五
音
之
居
」「
占

書
」
な
ど
の
篇
（
第
一
部
の
「
君
臣
問
答
」
も
同
様
）
は
、
他
の

篇
に
比
べ
て
相
対
的
に
量
が
多
く
、
こ
れ
ら
を
独
立
し
た
書
と
み

な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

「
其
他
」
は
全
十
三
編
に
分
類
・
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
第
六

篇
以
下
の
篇
は
た
だ
一
枚
の
標
題
簡
が
あ
る
だ
け
で
、
篇
義
は
不

明
で
あ
る
。
整
理
小
組
の
「
編
輯
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
本
部
に
は

「
論
政
論
兵
之
類
」
や
「
陰
陽
時
令
、
占
候
之
類
」
に
括
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
竹
簡
を
所
収
す
る
と
い
う
。
そ
の
中
に
は
、

「
唐
勒
論
御
」
賦
、
相
狗
方
、
作
醤
法
、
算
書
な
ど
の
残
篇
が
収

め
ら
れ
て
お
り
、
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
後
刊
行
さ
れ
る
第
三
分
冊
に
は
、「
散
簡
」「
篇
題
木

牘
」「
元
光
元
年
暦
譜
」「
附
録　

竹
簡
順
序
号
与
田
野
登
録
号
対

照
表
」
の
収
録
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

�

（
金
城
未
来
）
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研
究
書
（
中
文
書
）

『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』（
陳
偉
等
著
、
経
済
科

学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
八
月
、
五
五
八
頁
、
横
組
繁
体
字
）

包
山
楚
簡
や
郭
店
楚
簡
な
ど
、
楚
地
で
出
土
し
た
計
十
四
種
の

戦
国
簡
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
礎
情
報
・
釈
文
・
注
釈
を
掲
載

し
た
書
。

本
書
の
特
徴
は
、
ま
ず
第
一
に
竹
簡
の
精
密
な
読
解
を
行
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
協
力
を
得
て
赤
外
線

撮
影
装
置
に
よ
る
竹
簡
の
撮
影
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
不
鮮
明
で

あ
っ
た
文
字
を
確
認
し
て
い
る
。
釈
読
・
注
釈
は
、
こ
の
新
た
な

写
真
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
千
以
上
の
国
内
外
の
文
献

を
参
考
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
竹
簡
ご
と
に
説
明
、
釈
文
、
注
釈

を
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
所
属
不
明
と
な
っ
て
い
た
竹
簡
残
片

に
も
注
目
し
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
竹
簡
の
分
類
・
配
列
に
つ
い

て
再
検
討
し
て
い
る
。

楚
地
出
土
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
・
文
献
に

よ
っ
て
別
々
に
公
開
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
そ
れ
ら
を
一
冊
に

ま
と
め
て
お
り
、
き
わ
め
て
利
便
性
が
高
い
。
こ
れ
が
本
書
の
第

二
の
特
徴
で
あ
る
。

な
お
、
上
博
楚
簡
は
盗
掘
の
結
果
、
香
港
に
流
失
し
、
上
海
博

物
館
が
買
い
上
げ
た
竹
簡
で
あ
る
が
、
そ
の
竹
簡
に
付
着
し
た
土

の
成
分
や
竹
簡
に
書
か
れ
た
楚
系
文
字
の
特
徴
か
ら
、
楚
地
出
土

資
料
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
対
象
外
と
し

掲
載
し
て
い
な
い
。

本
書
に
対
す
る
詳
細
な
書
評
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
・
草
野

友
子
「
楚
地
出
土
文
献
へ
の
い
ざ
な
い 

︱
陳
偉
等
著
『
楚
地
出

土
戦
国
簡
冊[

十
四
種
』」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
一
号
、
二

〇
一
〇
年
十
月
）
を
参
照
。

�

（
椛
島
雅
弘
）

『
上
博
館
蔵
楚
竹
書
《
緇
衣
》
綜
合
研
究
』（
虞
萬
里
著
、

武
漢
大
学
研
究
叢
書
、
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
研
究
05
、
武
漢
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
、
五
八
一
頁
、
横
組
繁
体
字
）

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊
（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
収
録
さ
れ
た
文
献
の
一
つ
で

あ
る
『
緇
衣
』
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
研
究
し
た
書
。
武
漢
大
学

簡
帛
中
心
の
「
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
研
究
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で

あ
る
。

上
博
楚
簡
『
緇
衣
』
は
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
『
礼
記
』
緇
衣
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篇
と
比
べ
、
章
の
配
列
が
異
な
り
、
ま
た
文
字
の
異
同
が
多
く
見

ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
同
一
の
文
献
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上

博
楚
簡
よ
り
前
に
発
見
さ
れ
た
郭
店
楚
簡
に
も
、『
緇
衣
』
と
見

ら
れ
る
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
。

本
書
の
特
徴
は
、
上
博
楚
簡
『
緇
衣
』、
郭
店
楚
簡
『
緇
衣
』、

伝
本
『
礼
記
』
緇
衣
篇
に
加
え
、
唐
代
の
『
開
成
石
経
』
も
参
考

に
し
て
『
緇
衣
』
の
校
勘
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
『
緇
衣
』
に
関
す
る
研
究
は
多
く
存
在
し
た
が
、
本
書
は
そ
れ

ら
の
研
究
を
踏
ま
え
、
よ
り
総
合
的
に
校
勘
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
本
書
は
、『
緇
衣
』
と
孔
子
の
関
係
、『
緇
衣
』
と
『
詩

経
』『
書
経
』
の
関
係
、『
緇
衣
』
の
作
者
と
成
立
年
代
な
ど
、
校

勘
以
外
に
も
広
く
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
本
書
の
第
一
章
第
二
節
で
は
、
上
博
楚
簡
『
緇
衣
』
と
郭

店
楚
簡
『
緇
衣
』
に
関
す
る
先
行
研
究
を
刊
行
年
月
日
順
に
ま
と

め
て
お
り
、
研
究
の
流
れ
を
つ
か
む
の
に
有
益
で
あ
る
。

�

（
椛
島
雅
弘
）

『
中
国
簡
帛
書
籍
史
』（
耿
相
新
著
、
三
聯
書
店
、
二
〇
一
一

年
六
月
、
四
九
八
頁
、
横
組
簡
体
字
）

中
国
に
お
け
る
簡
帛
書
籍
の
歴
史
を
ま
と
め
た
書
。
著
者
は
本

書
冒
頭
の
「
従
作
者
到
読
者
―
代
序
」
で
、
従
来
の
簡
帛
書
籍
史

に
関
す
る
研
究
が
文
献
学
か
ら
独
立
で
き
て
い
な
い
こ
と
や
、

「
通
史
」
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
が
厳
密
に
は
断
代
史
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
中
国
書
籍
史
は
学
問
と
し
て
十
分
に
体
系

化
さ
れ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ

い
て
、
本
書
に
は
、
簡
帛
書
籍
史
研
究
で
対
象
に
す
べ
き
だ
と
著

者
が
考
え
る
十
二
の
項
目
が
、
緒
論
、
結
語
を
含
め
全
十
二
の
章

に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
構
成
は
以
下
の
通
り
。

「
緒
論　

書
籍
的
起
源
」、「
第
一
章　

簡
帛
書
籍
的
外
観
形
制
」、

「
第
二
章　

簡
帛
書
籍
的
書
写
与
繕
写
」、「
第
三
章　

簡
帛
書
籍

的
内
部
結
構
」、「
第
四
章　

簡
帛
書
籍
的
著
作
形
式
」、「
第
五
章　

簡
帛
書
籍
的
内
容
分
類
」、「
第
六
章　

簡
帛
書
籍
時
期
的
作
者
群

体
」、「
第
七
章　

簡
帛
書
籍
的
編
校
方
法
」、「
第
八
章　

簡
帛
書

籍
的
伝
播
方
式
」、「
第
九
章　

簡
帛
書
籍
的
閲
読
群
体
」、「
第
十

章　

国
家
対
簡
帛
書
籍
的
管
理
」、「
結
語　

簡
帛
書
籍
的
文
化
影

響
力
」。

こ
の
う
ち
、
作
者
群
体
、
閲
読
群
体
、
内
部
結
構
、
著
作
形

式
、
文
化
影
響
力
に
つ
い
て
は
、「
従
作
者
到
読
者
―
代
序
」
に

お
い
て
著
者
自
身
が
、
従
来
の
中
国
書
籍
史
研
究
に
お
い
て
は
関

心
が
低
か
っ
た
点
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
研

究
で
は
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
も
、
本
書
で
は
考
察
さ

れ
て
お
り
、
新
し
い
研
究
の
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
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先
に
挙
げ
た
十
二
項
目
の
前
に
は
、
図
版
、
目
録
、
従
作
者
到

読
者
―
代
序
を
収
め
る
。
図
版
は
、
甲
骨
卜
辞
、「
帛
書
周
易
」、

「
老
子
乙
本
」
な
ど
十
九
点
が
収
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
十
五
点
は

カ
ラ
ー
印
刷
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
末
尾
に
は
、
参
考
文

献
、
索
引
、
後
記
、
図
版
目
録
が
附
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
簡
帛
書
籍
史
を
研
究
す
る
際
の
手
法
と
し
て
、
出
土

文
物
お
よ
び
同
時
代
の
伝
世
文
献
を
用
い
た
「
互
証
（
相
互
の
検

証
）」
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
手
法
に
よ
り
、
中
国
最
初
の
書

籍
形
態
で
あ
る
簡
帛
書
籍
の
復
原
を
試
み
て
い
る
点
に
本
書
の
特

徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

�

（
中
薗　

潤
）

『
新
出
楚
簡
研
読
』（
陳
偉
著
、
武
漢
大
学
研
究
叢
書
、
楚
地

出
土
戦
国
簡
冊
研
究
01
、
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
三

月
、
三
五
二
頁
、
横
組
繁
体
字
）

著
者
に
よ
る
楚
簡
研
究
の
成
果
を
収
載
し
た
書
。
前
掲
の
『
上

博
館
蔵
楚
竹
書
《
緇
衣
》
綜
合
研
究
』
と
同
じ
く
「
楚
地
出
土
戦

国
簡
冊
研
究
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
、
全
六
章
。
対
象
簡
の
紹
介

も
兼
ね
て
章
題
を
紹
介
す
る
と
、
以
下
の
通
り
。
第
一
章
「
包
山

簡
冊
新
探
」、
第
二
章
「
望
山
・
九
店
簡
研
読
」、
第
三
章
「
葛
陵

楚
簡
研
読
」、
第
四
章
「
上
博
竹
書
研
読
（
一
）」、
第
五
章
「
上

博
竹
書
研
読
（
二
）」、
第
六
章
「
上
博
竹
書
研
読
（
三
）」。
巻
末

に
は
附
録
と
し
て
、「
簡
帛
解
読
的
知
識
背
景
」、「
１
９
５
２
―

１
９
８
０
年
間
的
楚
簡
研
究
」、「《
鄂
君
啓
節
》 

―
延
綿
30
年
的

研
読
」、「
相
関
論
文
発
表
情
形
」
の
四
項
が
附
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
の
包
山
楚
簡
に
対
す
る
考
察
は
、
簡
中
の
字
、
語
句
に

つ
い
て
の
も
の
が
主
で
あ
る
。
終
節
で
は
同
簡
と
江
陵
磚
瓦
廠
３

７
０
号
戦
国
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
残
簡
と
の
共
通
点
を
指
摘
し
、

考
察
に
及
ん
で
い
る
。
第
二
章
で
は
望
山
楚
簡
の
「
卜
筮
祷
祠
記

録
」
と
包
山
楚
簡
と
の
比
較
・
考
察
、
九
店
楚
簡
の
日
書
と
睡
虎

地
秦
簡
の
日
書
と
の
比
較
・
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
三
章
は

葛
陵
楚
簡
（
新
蔡
楚
簡
）
の
原
釈
文
を
検
証
し
た
上
で
の
、
同
簡

の
卜
筮
や
祷
祠
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

以
上
が
本
書
の
前
半
部
で
あ
る
が
、
以
降
、
後
半
部
す
べ
て
は

上
博
楚
簡
に
つ
い
て
の
論
文
・
札
記
で
あ
る
。
第
四
章
は
郭
店
楚

簡
『
性
自
命
出
』
と
当
該
楚
簡
『
性
情
』
の
対
読
の
ほ
か
、『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
の
第
二
分
冊
か
ら
第
三
分
冊
に
収
録

さ
れ
た
各
種
文
献
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
五
章
は
第
四
分

冊
と
第
五
分
冊
、
第
六
章
は
第
六
分
冊
と
第
七
分
冊
所
収
の
文
献

に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
第
五
分
冊
以
降
の
文
献
に
つ
い
て
は

す
べ
て
触
れ
て
い
る
が
、
第
二
分
冊
か
ら
第
四
分
冊
ま
で
の
う

ち
、『
民
之
父
母
』、『
恒
先
』、『
彭
祖
』、『
采
風
曲
目
』、『
逸
詩
』、
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『
内
礼
』、『
相
邦
之
道
』、『
曹
沫
之
陳
』
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。

�

（
佐
藤
由
隆
）

『
従
出
土
簡
帛
看
思
孟
学
派
的
内
聖
外
王
思
想
』（
謝
耀
亭

著
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
八
月
、
一
九
三
頁
、
横
組
簡
体

字
）郭

店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
と
、
馬
王
堆
帛
書
お
よ
び
伝
世
儒
家
文

献
と
を
総
合
的
に
考
察
し
た
、
思
孟
学
派
の
内
聖
外
王
思
想
の
研

究
書
。
全
七
章
。
著
者
の
博
士
論
文
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で

あ
る
。「
教
育
部
哲
学
社
会
科
学
研
究
重
大
課
題
攻
関
項
目
「
中

国
早
期
文
字
与
文
化
研
究
」
成
果
之
一
」（
王
暉
主
編
）
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。
歴
史
学
、
文
化
学
、
言
語
文
字
学
研
究
に
関
連
す

る
書
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
章
「
緒
論
」
で
研
究
テ
ー
マ
の
意
義
や
研
究
状
況
、

基
本
ス
タ
ン
ス
や
研
究
方
法
を
明
ら
か
に
し
、
第
二
章
「
思
孟
学

派
、
内
聖
外
王
及
其
相
関
問
題
論
析
」
で
思
孟
学
派
の
定
義
と
誕

生
の
歴
史
的
背
景
、
そ
の
変
遷
を
述
べ
、
道
家
で
用
い
ら
れ
た

「
内
聖
外
王
」
と
い
う
語
が
儒
家
に
転
用
さ
れ
た
様
相
や
、『
礼

記
』
大
学
篇
に
見
受
け
ら
れ
る
具
体
的
な
内
聖
外
王
思
想
に
つ
い

て
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。

そ
し
て
次
の
段
階
と
し
て
、
内
聖
と
外
王
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

の
考
察
が
行
わ
れ
る
。
第
三
章
「
従
出
土
簡
帛
看
思
孟
学
派
的
内

聖
思
想
」
で
ま
ず
内
聖
思
想
に
焦
点
を
当
て
る
。
馬
王
堆
帛
書
や

郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
伝
世
文
献
の
そ
れ
を
比
較
し
な
が
ら
、
原

始
五
行
と
思
孟
五
行
の
関
係
性
、
お
よ
び
修
養
論
の
考
察
を
行

い
、
次
に
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
で
そ
の
心
性
論
を
、『
窮
達

以
時
』
で
そ
の
天
人
関
係
論
を
検
証
し
て
い
る
。
第
四
章
「
従
出

土
楚
簡
看
思
孟
学
派
的
外
王
思
想
」
は
、
題
名
の
通
り
外
王
思
想

に
つ
い
て
三
点
の
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
郭
店
楚
簡

『
唐
虞
之
道
』
を
用
い
た
思
孟
学
派
の
禅
譲
観
の
特
徴
の
考
察
。

二
つ
は
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
と
郭
店
楚
簡
『
尊
徳
義
』、
お
よ

び
同
『
緇
衣
』
の
思
想
を
検
証
し
た
上
で
の
、
孟
子
の
王
道
仁
政

思
想
、
す
な
わ
ち
政
治
思
想
の
考
察
。
三
つ
は
、
郭
店
楚
簡
『
魯

穆
公
問
子
思
』
を
用
い
た
、
思
孟
学
派
の
徳
と
位
と
の
関
係
に
対

す
る
考
え
方
、
す
な
わ
ち
「
以
徳
抗
位
思
想
」
の
考
察
で
あ
る
。

第
五
章
「
思
孟
学
派
内
聖
外
王
的
貫
通
」
で
は
、
郭
店
楚
簡

『
成
之
聞
之
』
お
よ
び
同
『
六
徳
』
の
思
想
を
用
い
た
考
察
が
な

さ
れ
る
。
第
六
章
「
思
孟
学
派
対
後
世
的
影
響
及
其
現
実
価
値
」

は
、
思
孟
学
派
が
宋
代
以
降
の
思
想
に
及
ぼ
し
た
多
大
な
影
響
を

示
し
、
民
族
の
伝
統
や
文
化
、
そ
の
精
神
の
形
成
に
大
き
く
貢
献

を
し
た
と
し
て
、
当
該
研
究
の
価
値
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
第
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七
章
「
結
語
」
は
総
括
の
部
で
あ
る
。

全
体
の
概
観
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
の
各
種
文
献
に

つ
い
て
、
思
孟
学
派
の
思
想
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
た
も

の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
書
で
あ
る
。

�

（
佐
藤
由
隆
）

『
出
土
文
献
』
第
一
輯
・
第
二
輯
（
清
華
大
学
出
土
文
献
研

究
与
保
護
中
心
編
、
李
学
勤
編
、
第
一
輯
、
二
〇
一
〇
年
八
月
、

二
八
四
頁
、
第
二
輯
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
、
三
〇
〇
頁
、
横
組

繁
体
字
）

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
が
主
宰
す
る
専
門
の
学

術
集
刊
。

第
一
輯
、
第
二
輯
に
共
通
し
て
、
目
録
で
は
扱
う
資
料
の
時
代

ご
と
に
論
文
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。
清
華
大
学
の
編
集
と
い
う
こ

と
で
、
清
華
簡
に
関
す
る
論
文
が
最
も
多
い
。
ま
た
、
巻
末
に

「
紅
樓
追
憶
」
と
し
て
論
文
著
者
に
よ
る
回
想
録
が
附
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
は
、
一
九
七
六
年
の
唐
山
大
地
震
の
際
の
資
料
整
理

に
つ
い
て
も
語
ら
れ
て
お
り
、
資
料
整
理
の
「
表
」
が
研
究
結
果

で
あ
る
論
文
だ
と
す
れ
ば
、「
紅
樓
追
憶
」
は
そ
の
「
裏
」
側
を

述
べ
た
手
記
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
一
輯
に
は
、
三
十
一
篇
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
目
録

は
お
お
よ
そ
四
つ
に
区
切
ら
れ
て
お
り
、一
つ
目
は
清
華
簡
（『
耆

夜
』『
金
縢
』『
保
訓
』）
に
関
す
る
論
文
十
一
篇
、
二
つ
目
は
甲

骨
や
青
銅
器
の
文
字
に
関
す
る
研
究
お
よ
び
郭
店
楚
簡
『
老
子
』

な
ど
秦
代
ま
で
の
出
土
資
料
に
関
す
る
論
文
十
六
篇
で
、
時
系
列

順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
目
は
里
耶
秦
簡
に
関
す
る
論
文
二

篇
、
四
つ
目
は
飽
水
竹
簡
の
脱
水
と
保
護
に
関
す
る
論
文
二
篇
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
の
う
ち
一

篇
は
、
日
本
人
研
究
者
（
大
西
克
也
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
輯
に
は
、
二
十
九
篇
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
目
録
は

第
一
輯
よ
り
も
細
か
く
分
類
さ
れ
て
お
り
、
清
華
簡
（『
伊
至
』『
耆

夜
』『
逸
周
書
』『
皇
門
』『
祭
公
』『
楚
居
』）
に
関
す
る
論
文
が
十

一
篇
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
考
察
さ

れ
た
漢
字
に
関
す
る
論
文
が
二
篇
、
甲
骨
や
金
文
の
文
字
な
ど
、

戦
国
以
前
の
出
土
資
料
に
関
す
る
論
文
が
五
篇
、
戦
国
時
代
の
出

土
文
献
（
上
博
楚
簡
『
鄭
子
家
喪
』
な
ど
）
に
関
す
る
論
文
が
五

篇
、
居
延
漢
簡
な
ど
、
漢
代
の
出
土
資
料
に
関
す
る
論
文
が
三
篇
。

最
後
に
、
二
〇
〇
九
年
に
発
掘
さ
れ
た
明
代
墓
誌
の
釈
読
に
関
す

る
論
文
、
清
華
大
学
に
よ
る
漆
器
の
保
護
に
関
す
る
論
文
が
一
篇

ず
つ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
の

う
ち
一
篇
は
、
日
本
人
研
究
者
（
小
寺
敦
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
特
徴
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
出
土
資
料
研
究
に
お
い
て
あ

（ 98 ）



ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
、
出
土
資
料
の
保
護
に
関
す
る
論

文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
出
土
資
料
の
補
正

や
保
存
に
関
し
て
、
科
学
的
な
分
野
か
ら
の
分
析
・
解
説
が
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。

年
一
度
の
刊
行
予
定
で
あ
り
、
今
後
出
土
資
料
研
究
の
最
先
端

を
知
る
上
で
有
益
な
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

�

（
大
山
千
尋
）

研
究
書
（
和
書
）

『
郭
店
楚
簡
老
子
の
新
研
究
』（
池
田
知
久
著
、
汲
古
書
院
、

二
〇
一
一
年
八
月
、
五
三
九
頁
、
縦
組
和
文
）

郭
店
楚
簡
『
老
子
』
に
関
す
る
研
究
書
。
本
書
の
第
一
編
・
第

五
編
・
第
六
編
・
第
七
編
に
は
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
に
関
す
る

論
文
が
、
第
二
編
・
第
三
編
・
第
四
編
に
は
、
同
じ
く
『
老
子
』

甲
本
・
乙
本
・
丙
本
全
文
の
釈
文
・
訳
注
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

郭
店
楚
簡
が
出
土
し
た
郭
店
一
号
墓
の
造
営
時
期
は
、
多
く
の

副
葬
品
の
考
古
学
的
編
年
か
ら
、
戦
国
中
期
（
紀
元
前
三
〇
〇
年

頃
）
と
す
る
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
伴
い
、

郭
店
楚
簡
の
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
は
、
す
で
に
成
書
さ

れ
た
『
老
子
』
の
抄
本
で
あ
り
、『
老
子
』
の
成
立
年
代
が
戦
国

中
期
も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
遡
る
と
い
う
見
方
が
多
勢
を
占
め
て

い
る
。
し
か
し
本
書
で
は
、
郭
店
楚
墓
の
下
葬
年
代
が
戦
国
中
期

で
は
な
く
戦
国
末
期
で
あ
り
、
ま
た
郭
店
本
『
老
子
』
が
、
す
で

に
完
成
し
て
い
る
『
老
子
』
の
一
部
で
は
な
く
、
形
成
途
上
で
あ

る
『
老
子
』
の
、
最
も
早
い
時
期
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
説

を
唱
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
編
で
も
こ
の
説
を
補
強
す
る
論
を

展
開
し
て
い
る
。

本
書
は
、
同
著
者
に
よ
る
『
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
』（
東
京
大

学
中
国
思
想
文
化
研
究
室
、
一
九
九
九
年
十
一
月
）
を
基
礎
と
し

て
そ
の
内
容
を
改
め
、
さ
ら
に
第
五
編
・
第
六
編
・
第
七
編
を
追

加
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
に
関

す
る
専
著
は
、
現
時
点
で
は
本
書
と
こ
の
書
を
含
め
、
計
二
冊
し

か
な
い
。

な
お
、
本
書
の
最
後
に
は
附
編
と
し
て
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』

に
つ
い
て
論
じ
た
論
文
集
・
著
書
が
刊
行
年
月
日
順
に
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
先
行
研
究
を
調
べ
る
の
に
有
益
で
あ
る
。

�

（
椛
島
雅
弘
）
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『
概
説 

中
国
思
想
史
』(

湯
浅
邦
弘
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
〇
年
十
月
、
三
八
五
頁
、
縦
組
和
文)

中
国
思
想
史
に
つ
い
て
概
説
し
た
書
。
全
二
十
章
。
第
Ⅰ
部
で

は
、
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
近
現
代
ま
で
中
国
思
想
を
時
代
別
に
概

説
し
、
漢
代
や
宋
代
な
ど
思
想
史
上
、
特
に
重
要
な
時
代
に
多
く

頁
を
費
や
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
魏
晋
南
北
朝
期
や
元
代
な

ど
、
軽
視
さ
れ
が
ち
な
時
代
に
も
各
一
章
を
設
け
て
い
る
。

第
Ⅱ
部
で
は
「
気
」「
道
」「
孝
」「
礼
」
な
ど
、
中
国
思
想
を

語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま

た
、「
文
字
学
」「
新
出
土
文
献
学
」「
目
録
学
」「
史
学
思
想
」

「
軍
事
思
想
」「
民
間
信
仰
」「
日
本
漢
学
」
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
各
一
章
を
設
け
、
そ
の
所
々
に
新
出
土
文
献
の
研
究

の
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

特
に
「
文
字
学
」「
新
出
土
文
献
学
」
は
、
近
年
多
く
の
出
土

資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
る
状
況
に
対
応
し
、
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
福
田
哲
之
氏
担
当
の
「
文
字
学
」
の
章
で
は
、
戦
国
秦
漢
期

の
多
く
の
出
土
簡
帛
資
料
を
用
い
、
文
字
の
書
体
の
変
化
・
相
違

を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
文
釈
読
入
門
と
い
う
節
を
設
け

て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
古
文
釈
読
の
行
い
方
を
紹
介
し
て
い

る
。
草
野
友
子
氏
担
当
の
「
新
出
土
文
献
学
」
の
章
で
は
、
出
土

資
料
の
中
で
も
、
銀
雀
山
漢
簡
、
馬
王
堆
帛
書
、
睡
虎
地
秦
簡
、

郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
な
ど
、
中
国
思
想
史
研
究
に
重
大
な
影
響

を
与
え
た
も
の
を
取
り
上
げ
、
発
見
さ
れ
た
順
に
概
要
を
紹
介
し

て
い
る
。
中
国
思
想
史
を
概
説
し
た
書
は
多
く
存
在
す
る
が
、
出

土
資
料
を
一
章
分
使
っ
て
専
論
し
て
い
る
も
の
は
こ
の
『
概
説 

中
国
思
想
史
』
だ
け
で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
よ
う
に
、
二
部
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
中
国
思
想
史
を
タ
テ
と
ヨ
コ
か
ら
多
角
的
に
概

説
し
て
い
る
点
や
、
ま
た
新
出
土
文
献
に
関
し
て
力
を
入
れ
て
概

説
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

な
お
、
各
章
の
末
尾
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
参
考
文
献
を
【
一
般

的
・
入
門
的
文
献
】
と
【
専
門
的
文
献
】
に
分
け
て
、
そ
の
内
容

を
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
・
分
野
の
入
門
書

や
先
行
研
究
を
知
り
た
い
と
き
に
有
益
で
あ
る
。

�

（
椛
島
雅
弘
）

『
東
ア
ジ
ア
古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』（
工
藤
元
男
・

李
成
市
編
、
ア
ジ
ア
研
究
機
構
叢
書
人
文
学
篇
第
一
巻
、
雄
山

閣
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
三
六
二
頁
、
縦
組
和
文
）

二
〇
〇
五
年
、
早
稲
田
大
学
で
は
、
学
内
外
の
ア
ジ
ア
関
連
の

研
究
者
を
結
集
し
、
ア
ジ
ア
研
究
機
構
を
設
立
し
た
。
同
機
構
の

活
動
の
一
部
と
し
て
、
長
江
流
域
文
化
研
究
所
と
朝
鮮
文
化
研
究
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所
が
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
海
外
の
機
関
と

連
携
し
つ
つ
、
出
土
文
字
資
料
を
主
た
る
資
料
と
し
て
国
際
共
同

研
究
を
進
め
た
。
本
書
は
そ
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論
文
集
で

あ
る
。

本
書
は
「
中
国
古
代
史
篇
」
と
「
朝
鮮
古
代
史
篇
」
か
ら
成
る
。

以
下
、
中
国
出
土
資
料
と
関
係
す
る
「
中
国
古
代
史
篇
」
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

柿
沼
陽
平
「
殷
周
時
代
に
お
け
る
宝
貝
文
化
と
そ
の
「
記
憶
」」、

岡
本
真
則
「
関
中
地
区
に
お
け
る
西
周
王
朝
の
服
属
氏
族
に
つ
い

て
」、
楯
身
智
志
「
前
漢
に
お
け
る
「
帝
賜
」
の
構
造
と
変
遷 

―

二
十
等
爵
制
の
機
能
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
水
間
大
輔
「
秦
・
漢
の

亭
卒
に
つ
い
て
」、
森
和
「
離
日
と
反
支
日
よ
り
み
る
「
日
書
」

の
継
承
関
係
」、
凡
国
棟
（
本
間
寛
之
訳
）「
日
書
「
死
失
図
」
の

総
合
的
考
察 

―
漢
代
日
書
の
楚
秦
日
書
か
ら
の
継
承
と
改
変
の

視
点
か
ら
―
」、
谷
口
建
速
「
長
沙
走
馬
楼
呉
簡
に
み
え
る
穀
物

財
政
シ
ス
テ
ム
」。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
法
制
資
料
を
扱
っ
た
論
文
と
、「
日

書
」
を
扱
っ
た
論
文
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
法
制
資
料
を
扱
っ
た
論
文
に
は
、
以
下
の
二
篇
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
張
家
山
漢
簡
や
睡
虎
地
秦
簡
な
ど
に
含
ま
れ
る
法

制
資
料
を
扱
っ
て
い
る
。

楯
身
氏
の
論
文
は
張
家
山
漢
簡
「
二
年
律
令
」、
睡
虎
地
秦
簡

「
秦
律
十
八
種
」
な
ど
の
出
土
資
料
か
ら
、
前
漢
時
代
の
「
帝
賜

（
皇
帝
が
吏
民
に
賜
与
物
を
下
す
こ
と
）」
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を

も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
漢
の
賜
与

事
例
な
ど
賜
与
に
関
す
る
事
項
が
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

水
間
氏
の
論
文
は
睡
虎
地
秦
簡
「
封
診
式
」、
張
家
山
漢
簡

「
二
年
律
令
」、
同
「
奏
讞
書
」
な
ど
の
出
土
資
料
を
用
い
て
、
亭

（
一
定
の
距
離
ご
と
に
設
置
さ
れ
、
文
書
伝
達
、
宿
泊
施
設
、
治

安
維
持
の
機
能
を
担
っ
た
機
関
）
の
治
安
維
持
機
能
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
べ
く
、
亭
に
置
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
「
亭
卒
」
に
つ

い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、「
日
書
」
を
扱
っ
た
二
篇
の
論
文
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

い
ず
れ
も
、
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
」
と
孔
家
坡
漢
簡
「
日
書
」
を

扱
っ
て
、
秦
か
ら
漢
に
か
け
て
「
日
書
」
が
い
か
に
継
承
さ
れ
た

か
を
論
じ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

森
氏
の
論
文
は
、
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
」
と
孔
家
坡
漢
簡
「
日

書
」
の
両
方
に
収
録
さ
れ
て
い
る
離
日
お
よ
び
反
支
日
に
関
す
る

占
卜
を
検
討
し
て
、
秦
か
ら
前
漢
へ
と
至
る
「
日
書
」
の
継
承
関

係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
論
文
の
注
に
は
、
現
在

ま
で
に
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
十
数
件
の
「
日
書
」
に
つ
い

て
、
出
土
墓
葬
の
年
代
や
関
連
論
著
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

「
日
書
」
研
究
の
際
に
参
考
と
な
る
。

凡
氏
の
論
文
は
、
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
」
の
う
ち
、
李
零
氏
や
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劉
楽
賢
氏
に
よ
っ
て
「
視
羅
図
」
と
命
名
さ
れ
た
図
、
お
よ
び
、

孔
家
坡
漢
簡
「
日
書
」
の
中
の
「
死
失
図
」
に
つ
い
て
、
図
表
の

形
式
や
択
日
シ
ス
テ
ム
を
考
察
し
、
両
者
は
一
致
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
両
者
の
比
較
を
通
じ
て
秦
漢

交
代
期
に
お
け
る
「
日
書
」
の
伝
承
と
発
展
に
つ
い
て
も
言
及
し

て
い
る
。

本
書
に
は
、
法
制
資
料
や
「
日
書
」
に
関
す
る
論
文
以
外
に
、

西
周
金
文
や
走
馬
楼
呉
簡
な
ど
に
関
す
る
論
文
も
収
め
ら
れ
て
い

る
。
出
土
資
料
を
用
い
た
最
先
端
の
研
究
成
果
が
確
認
で
き
る
と

こ
ろ
に
、
本
書
の
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

�

（
中
薗　

潤
）

『
東
ア
ジ
ア
出
土
資
料
と
情
報
伝
達
』（
藤
田
勝
久
・
松
原

弘
宣
編
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
三
八
四
頁
、
縦
組
和

文
）本

書
は
、
二
〇
〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
情

報
伝
達
』（
汲
古
書
院
）
の
続
編
で
、
愛
媛
大
学
「
資
料
学
」
研

究
会
の
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
共
同
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
本
書
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
共
同
研
究
で

は
、
特
に
以
下
の
二
点
に
重
点
が
置
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
第
一

に
、
文
書
な
ど
の
情
報
処
理
と
、
中
国
簡
牘
と
日
本
古
代
木
簡
の

接
点
と
な
る
記
録
、
付
札
、
字
書
・
習
書
な
ど
の
機
能
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
交
通
シ
ス
テ
ム
と
人
々
の
往
来
に
よ
る

情
報
伝
達
の
実
態
を
比
較
す
る
こ
と
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、

東
ア
ジ
ア
を
専
門
と
す
る
研
究
者
達
が
共
同
研
究
を
進
め
た
成
果

が
、
本
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
第
一
部
が
「
古
代
中
国
の
情
報
伝
達
」、
第
二
部
が

「
古
代
日
本
、
韓
国
の
情
報
伝
達
」
と
い
う
二
部
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
中
国
出
土
資
料
と
関
係
が
あ
る
第
一
部
に
収
め
ら
れ
た
論

文
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

藤
田
勝
久
「
中
国
古
代
の
文
書
伝
達
と
情
報
処
理
」、
胡
平
生

（
佐
々
木
正
治
訳
）「
里
耶
秦
簡
か
ら
み
る
秦
朝
行
政
文
書
の
製
作

と
伝
達
」、
角
谷
常
子
「
漢
・
魏
晋
時
代
の
謁
と
刺
」、
安
部
総
一

郎
「
走
馬
楼
呉
簡
中
所
見
「
戸
品
出
銭
」
簡
の
基
礎
的
考
察
」、

邢
義
田
（
廣
瀬
薫
雄
訳
）「
漢
代
の
『
蒼
頡
篇
』、『
急
就
篇
』、
八

体
と
「
史
書
」
の
問
題 

―
秦
漢
時
代
の
官
吏
は
い
か
に
し
て
文

字
を
学
ん
だ
か
―
」、
王
子
今
（
菅
野
恵
美
訳
）「
中
国
古
代
交
通

シ
ス
テ
ム
の
特
徴 

―
秦
漢
文
物
資
料
を
中
心
に
―
」、
金
秉
駿

（
小
宮
秀
陵
訳
）「
中
国
古
代
南
方
地
域
の
水
運
」。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
邢
氏
に
よ
る
論
文
は
、
張
家
山
漢
簡
『
二
年

律
令
』
中
の
「
史
律
」、
里
耶
出
土
の
習
字
簡
、
長
沙
市
東
牌
楼

出
土
の
習
字
簡
、『
英
国
国
家
図
書
館
蔵
斯
坦
因
所
獲
未
刊
漢
文
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簡
牘
』（
二
〇
〇
八
年
、
上
海
辞
書
出
版
社
）
に
収
め
ら
れ
た
『
蒼

詰
篇
』
の
習
字
の
削
衣
（
杮こ
け
ら）
な
ど
の
新
出
土
資
料
を
使
っ
て
、

秦
漢
時
代
の
官
吏
が
い
か
に
文
字
を
学
ん
だ
か
に
つ
い
て
考
察
し

た
も
の
で
あ
り
、
文
字
に
関
す
る
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
論
文
に
お
い
て
も
、
走
馬
楼
三
国
呉
簡
、
居
延
漢

簡
、
懸
泉
漢
簡
な
ど
の
出
土
資
料
が
使
わ
れ
て
い
る
。
出
土
資
料

を
積
極
的
に
活
用
し
、
中
国
古
代
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
実
態

を
解
明
し
よ
う
と
し
た
点
に
、
本
書
の
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。

�

（
中
薗　

潤
）

『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム 
―
長
江
流
域
出
土

資
料
の
研
究
―
』（
藤
田
勝
久
著
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年

九
月
、
五
五
八
頁
、
縦
組
和
文
）

長
江
流
域
出
土
資
料
を
主
対
象
と
し
た
研
究
書
。
戦
国
、
秦
漢

時
代
の
国
家
と
地
域
社
会
を
考
察
し
た
も
の
で
、
十
二
章
に
序
章

と
終
章
を
加
え
た
全
十
四
章
。
第
三
章
を
除
き
、
み
な
各
誌
に
発

表
し
た
も
の
を
全
文
掲
載
、
あ
る
い
は
増
補
、
改
稿
し
た
も
の
で

あ
る
。
初
出
は
巻
末
に
詳
し
い
。
各
章
題
は
次
の
通
り
。

序
章
「
中
国
出
土
資
料
と
古
代
社
会
」、
第
一
章
「
中
国
古
代

の
秦
と
巴
蜀
、
楚
」、
第
二
章
「
包
山
楚
簡
と
楚
国
の
情
報
伝
達
」、

第
三
章
「
戦
国
秦
の
南
郡
統
治
と
地
方
社
会
」、
第
四
章
「
里
耶

秦
簡
と
秦
代
郡
県
の
社
会
」、
第
五
章
「
里
耶
秦
簡
の
文
書
形
態

と
情
報
処
理
」、第
六
章
「
里
耶
秦
簡
の
文
書
と
情
報
シ
ス
テ
ム
」、

第
七
章
「
里
耶
秦
簡
の
記
録
と
実
務
資
料
」、
第
八
章
「
長
江
流

域
社
会
と
張
家
山
漢
簡
」、
第
九
章
「
張
家
山
漢
簡
「
律
関
令
」

と
詔
書
の
伝
達
」、
第
十
章
「
張
家
山
漢
簡
「
律
関
令
」
と
漢
墓

漢
牘
」、
第
十
一
章
「
秦
簡
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達
」、
第
十
二

章
「
中
国
古
代
の
書
信
と
情
報
伝
達
」、
終
章
「
中
国
古
代
の
社

会
と
情
報
伝
達
」。

本
書
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
序
章
は
出
土
資
料
の
概
略

と
研
究
史
を
ふ
り
か
え
り
、
同
書
の
基
本
的
な
方
法
を
提
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
第
一
章
は
当
該
長
江
流
域
出
土
資
料
の
分
析
が
、

戦
国
時
代
か
ら
秦
漢
王
朝
の
地
域
社
会
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
を
示

し
た
概
論
。
第
二
章
と
第
三
章
は
、
楚
と
秦
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の

違
い
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
特
に
三
章
は
、
法
制
史
の
中
心
で

あ
っ
た
睡
虎
地
秦
簡
を
、
地
方
社
会
の
な
か
で
再
検
討
し
た
も

の
。第

四
章
か
ら
第
七
章
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
里
耶

秦
簡
を
分
析
し
て
、
秦
代
郡
県
制
の
構
造
と
、
地
方
官
府
の
情
報

処
理
、
実
務
資
料
に
よ
る
運
営
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
を
考

察
し
た
も
の
。
第
八
章
か
ら
第
十
章
ま
で
は
、
漢
代
の
南
郡
の
中

で
張
家
山
漢
簡
を
位
置
づ
け
た
も
の
。
歴
譜
や
法
令
が
中
央
の
情
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報
を
保
存
す
る
性
格
を
持
ち
、
遺
策
や
書
籍
は
地
域
性
を
反
映
す

る
と
い
う
想
定
の
も
と
、
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
十
一
章
と

第
十
二
章
は
、
交
通
や
人
々
の
移
動
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
里

耶
秦
簡
な
ど
の
地
名
里
程
簡
や
、
戦
国
・
秦
漢
時
代
の
書
信
と
名

謁
（
人
に
会
う
際
に
差
し
出
す
木
牘
）
を
考
察
し
た
も
の
。
そ
し

て
終
章
は
、
長
江
流
域
の
出
土
資
料
を
中
心
に
、
漢
簡
を
含
め
た

資
料
学
を
展
望
し
、
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
の
特
色
を

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
中
国
古
代
社
会
の
体

系
と
文
字
資
料
を
原
型
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
木
簡
研
究
と
の
接

点
の
提
示
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

本
書
が
特
に
課
題
と
し
て
い
る
の
は
、
中
国
古
代
文
明
に
お
け

る
漢
字
文
化
の
実
態
と
古
代
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
か
か
わ
る
事
柄

で
あ
る
が
、
終
章
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
筆
者
の
大
い
に
意
図

し
た
と
こ
ろ
の
一
つ
は
、
将
来
に
総
合
的
な
出
土
資
料
学
を
構
築

す
べ
く
、
他
分
野
の
者
に
も
分
か
る
よ
う
な
概
略
を
提
示
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
点
で
端
緒
と
な
り
う
る
書
で
あ
る
。

な
お
、
巻
末
に
は
里
耶
秦
簡
の
釈
文
が
附
編
と
し
て
収
録
さ
れ

て
い
る
。

�

（
佐
藤
由
隆
）

『
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
圏
』（
谷
中
信
一
編
、
汲
古
書
院
、

二
〇
一
一
年
三
月
、
三
九
六
頁
、
縦
組
和
文
、
横
組
繁
体
字
）

谷
中
信
一
氏
を
代
表
と
す
る
「
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究

会
」
と
国
内
外
の
研
究
者
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
研
究
成
果
を

ま
と
め
た
書
。『
楚
地
出
土
資
料
と
中
国
古
代
文
化
』（
郭
店
楚
簡
研

究
会
編
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）（
提
要（
二
）
で
解
説

済
）
の
刊
行
以
降
九
年
間
の
出
土
資
料
の
研
究
を
主
に
対
象
と
し

て
い
る
。

本
書
に
は
、
上
博
楚
簡
『
平
王
問
鄭
壽
』『
鄭
子
家
喪
』『
君
子

為
礼
』『
凡
物
流
形
』、天
水
放
馬
灘
秦
簡
『
日
書
』『
志
怪
故
事
』、

郭
店
楚
簡
『
語
叢
四
』、『
老
子
』
の
「
名
」
に
関
す
る
十
七
篇
の

論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
う
ち
十
一
篇
は
日
本
人
研
究
者
の
も

の
で
、
六
篇
が
国
外
の
研
究
者
に
よ
る
論
文
で
あ
る
。
研
究
者
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
専
門
分
野
を
研
究
し
て
い
る
一
方
で
、
全
員

が
出
土
資
料
を
扱
う
と
い
う
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

『
凡
物
流
形
』（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
出
版
の
『
上
海
博
物
館
戦
国

楚
竹
簡
』
第
七
分
冊
に
所
収
）
に
関
し
て
は
四
篇
の
論
文
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
李
承
律
氏
は
「
思
想
編
年
」
の
問
題
に
つ
い
て

『
凡
物
流
形
』
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
福
田

哲
之
氏
は
『
凡
物
流
形
』
の
甲
本
乙
本
を
比
較
研
究
す
る
こ
と

で
、
系
譜
関
係
を
検
討
し
、
乙
本
と
甲
本
は
系
譜
上
直
系
の
親
子
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関
係
に
あ
り
、
甲
本
は
乙
本
を
底
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
谷
中
氏
は
「
一
」
の

概
念
に
つ
い
て
『
凡
物
流
形
』
に
お
け
る
「
執
一
」
の
思
想
か
ら

読
み
解
き
、
王
中
江
氏
は
「
一
」
と
「
多
」
の
対
立
を
も
と
に

『
凡
物
流
形
』
を
黄
老
学
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
、
出
土
資
料
の
研
究
成
果
を
う
か
が

え
る
点
に
、
本
書
の
特
徴
が
あ
る
。

本
論
集
に
は
、
漢
字
文
化
圏
で
発
見
さ
れ
た
出
土
資
料
に
つ
い

て
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
資
料
は
中
国
大
陸
で
の

新
出
楚
簡
に
関
す
る
論
文
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
日
本
の
出

土
資
料
を
用
い
た
研
究
論
文
は
わ
ず
か
一
篇
に
過
ぎ
な
い
。
東
ア

ジ
ア
全
域
に
ま
た
が
る
「
漢
字
文
化
圏
」
を
標
榜
す
る
な
ら
ば
、

よ
り
広
い
視
野
か
ら
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
口
絵
と
し
て
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
、
湖
南
大
学

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
、
長
沙
市
簡
読
博
物
館
原
寸
大
復
元
展
示
、
精

華
大
学
蔵
戦
国
簡
、
北
京
大
学
蔵
漢
簡
、
上
博
楚
簡
（
七
）『
凡

物
流
形
』
甲
本
第
一
号
簡
・
乙
本
同
、
郭
店
楚
墓
出
土
地
点
・
荊

門
博
物
館
蔵
郭
店
楚
簡
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
蔵
木
簡
の
カ
ラ
ー

写
真
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

�

（
大
山
千
尋
）
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